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■
共
催
事
業

『能
に
親
し
む

岩
回
公
演
』
開
催

六
月
二
十
日
に
シ
ン
フ
オ
ニ
ア
岩
国
に
お
い

て
、
「能
に
親
し
む

山石
国
公
演
」
が
岩
国
市
文

化
協
会
六
十
周
年
プ
レ
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
岩
国
市
出
身
の
能
楽
師

・
香
川
靖
嗣

氏
を
は
じ
め
、
粟
谷
能
夫
氏
、
人
間
国
宝
の
友

枝
昭
世
氏
ら

一
流
の
能
楽
師
が
出
演
さ
れ
、
幽

玄
の
世
界
を
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
狂
言
で
は
野

村
高
斎
氏
が
出
演
さ
れ
、
会
場
を
笑
い
で
沸
か

せ
ま
し
た
。
能
公
演
に
あ
た
り
、
当
協
会
の
能

楽
部
門
の
皆
さ
ん
に
は
舞
台
設
営
、
公
演
運
営

な
ど
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
演
の
協
賛
事
業
と
し
て
、
二
十
九

日
、
二
十
日
の
二
日
間
、
加
盟
団
体
の
ご
協
力

に
よ
り
、
い
け
ば
な
展
、
水
墨
画

・
俳
画
展
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
邦
楽
演
奏
会
、
お

茶
席
、
お
は
な
し
会
を
開
催
し
、
能
公
演
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

■
『六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
』

当
協
会
は
本
年
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
記
念
事
業
を
行
う
た
め
に
、
各
部
門
か

ら
実
行
委
員
を
募
り
、
事
業
ご
と
の
専
門
委
員

会
を
結
成
し
ま
し
た
。
各
専
門
委
員
会
で

一
年

以
上
を
か
け
て
、
何
度
も
協
議
を
重
ね
、
次
の

と
お
り
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ

ん
に
は
、
心
よ
り
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

五
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
二
日
間
、
シ

ン
フ
オ
ニ
ア
岩
国
に
お
い
て
、
記
念
式
典
、
講

演
会
、
舞
台
発
表
、
合
同
展
示
会
、
お
茶
席
、

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
多
彩
な
催
し
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
事
業
も
掲
載
し
た
記
念

誌

「六
十
年
史
」
の
発
行
、
海
外
で
の
文
化
交

流
、
祝
賀
会
な
ど
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

六
十
周
年
記
念
事
業
内
容

五
月
二
十
四
日

小
島
な
お
短
歌
講
演
会

阪
本
謙
二
俳
句
講
演
会

舞
台
発
表

（邦
楽
、
邦
舞
、
洋
舞
、
民
謡
、

新
舞
踊
）

ピ
ア
ノ
と
合
唱
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

五
月
二
十
五
日

記
念
式
典

（文
化
功
績
賞
表
彰
等
）

村
上
弦

一
郎
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

藤
原
正
彦
文
化
講
演
会

大
正
琴
コ
ン
サ
ー
ト

祝
賀
会

五
月
二
十
四
日

ｏ
二
十
五
日

合
同
展
示
会

（美
術
、
書
道
、
文
去
等
、

華
道
、
ク
ラ
フ
ト
、
写
真
、
鉄
砲
隊
保
存

会
、
宇
野
千
代
顕
彰
会
）

お
茶
席

青
潮
短
歌
会

昭
和
二
十

一
年
、

橋
本
武
子
が
青
潮
短

歌
会
を
設
立
、
歌
誌

「青
潮
」
を
創
刊
。
全

国
に
二
十
三
支
部
、
一二

百
名
の
会
員
を
持
つ
。

現
在
、
岩
国
市
に

本
部
を
置
き
、
岩
国

の
会
員
は
約
百
名
、

十
支
部
の
勉
強
会
と

一
つ
の
初
心
者
講
座

を
持

つ
。

年

一
回
の

全
国
大
会
を
岩
国
市

で
開
催
、

五
年
毎
に

中
央
よ
り
講
師
を
呼

び
公
開
講
座
を
開
き

地
域
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
る
。

一
方
、
県
、
市
短

歌
協
会
に
所
属
し
、
毎
年
大
会
を
開
く
と
共
に
、

児
童

・
生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
を
行
い
、
短

歌
の
普
及
向
上
と
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
八
年
　
岩
国
市
文
化
協
会
文
化
功

労
賞
受
賞

昭
和
六
十
二
年
　
岩
国
市
文
化
功
労
賞
受
賞

平
成
　
八
　
年
　
久
能
賞
受
賞

平
成

十
四

年
　
山
口
県
文
化
功
労
賞
受
賞

平
成
二
十
三
年
　
「青
潮
」
創
刊
六
十
五
周

年
記
念
大
会

平
成
二
十
六
年
　
「青
潮
」
発
刊
第
六
十
八

巻
と
な
る

（青
羽
　
晃

記
）
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第 57回 岩国市民文化祭
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7月 28日 コーラスフェステ ィバル7月 7日 音楽フェスティバル 7月 21日 洋舞フェスティバル

日 目 伍m“

8月 1～ 4日 近郊カメラマンたちの写祭   8月 25日 日本舞踊祭 9月 21～ 23日 諸流いけばな・盤景展、合同茶会

_ 十~ ~~ 
弔it'' 岩口市民徘り大会

L ロロ回回
p・  ァ
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=P一
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´

10月 13日 岩国市民短歌大会 10月 27日  岩国市民俳句大会 10月 24～ 27日 つF画展

10月 26日 岩国市民川柳大会 10月 27日 応、れあい歌の祭典 11月 2～ 4日 秋の盆栽展

'A■工(工ぜユ酷工れペーけ
r

機
11月 10日 邦楽大演奏会 11月 24日 岩国地区吟剣詩舞道連盟大会    11月 29日 ～12月 1日 合同クラフト展

＼ 1、

ど学生
・ ■裳

予

二
菫

3月 20～ 23日 水墨画展
(写真は昨年の様子)

-3-

四

田

田

回

12月 1日 演康」公演

平



お めで とうござ い ます栄 えある史 賞

石
井
久
美
子渚

高
嶋
　
浩
子

杉
本
　
広
子

福
多
歌
寿
紀

増
田
　
埋
恵

松
本
あ
け
み

北
中
山

子
ど
も
神
楽

片
原
　
政
子

金
丸
　
錦
風

津
原
　
堂
邦

河
上
　
照
子

保
田
　
正
子

二
宮
　
信
子

深
森
　
良
夜

森
本
　
心不
江

岩
国
混
声

合
唱
団

岩国市文化協会では、協会の発展や岩国市の文化振興に功績のあった方々を表彰しています。

平成25年 11月 4日 (祝)に 岩国国際観光ホテルにおいて表彰式と祝賀会が開催されました。

′よヽ
山

森 深 杉 金 片

本 森 本 丸 原 只

宗 良 広 錦 政

江 夜 子 風 子

保 河

田 上

正 照

子 子

０
岩
国
市
文
化
協
会
表
彰
●

久
　

代

　

貨

久
能
賞
は
、
初
代
会
長
で
あ
る
久
能
寅
夫
先

生
の
顕
彰
会
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て
、

文
化
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
他
の
棋
範
と
な
る

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

（岩
国
同
人
俳
句
会
）

（宇
野
千
代
顕
彰
会
）

欠
化
功
労
賞

文
化
功
労
賞
は
、
文
化
振
興
や
文
化
協
会
及

び
加
盟
団
体
の
発
展
に
永
年
貢
献
し
、
功
績
が

あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

（車
笛
短
歌
会
）

（嘉
風
流
吟
剣
詩
舞
道
）

（革
道
家
元
池
坊
岩
国
支
部
）

（岩
国
同
人
俳
句
会
）

（社
団
法
人
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
岩
国
文
部
）

団
体

岩
国
混
声
合
唱
団

（合
唱
）

夫

化

美

励

貨

文
化
奨
励
賞
は
、
芸
術
文
化
の
分
野
で
高
い

評
価
を
受
け
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

石
　
井
　
久
美
子

（草
笛
短
歌
会
）

小
　
山
　
　
　
渚

六
琴
伝
流
大
正
琴
全
国
普
及
会
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

昔同
　
嶋
　
４
揮　
子（岩

国
ツ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
研
究
会
）

福
　
多
　
歌
寿
紀

（筑
紫
琴
凰
会
）

増
　
田
　
理
　
恵

（蜀
紅
短
歌
会
）

松
　
本
　
あ
け
み

（岩
国
書
道
協
会
）

●
岩
国
市
教
育
委
員
会
表
彰
●

丈
化
功
労
賞

岩
国
市
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆

さ
ん
の
ご
紹
介
で
す
。

個
人

津
　
原
　
省
〓　
邦

（草
月
流
岩
国
）

二
　
宮
　
信
　
子

（蜀
紅
短
歌
会
）

屎
北
中
山
子
ど
も
神
楽

（敬
称
略
）
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俳
句
部
門

岩
国
同
人
俳
句
会

当
会
の
本
社
で
あ
る

「同
人
社
」
は
大
正
九

年
、
「句
は
人
な
り
」
と
い
う
創
始
者
青
木
月

斗
先
生
の
詩
の
精
神
を
基
本
に
結
社
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
岩
国
同
人
俳
句
会
は
、
昭
和
二
十

一
年
に
、
当
時
岩
国
在
住
の
高
橋
金
宙
先
生

（同
人
社
第
四
代
主
宰
）
に
よ
っ
て
お
こ
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
単
位
句
会
は
十
句
会
、

全
会
員
は
八
十
余
名
。

各
句
〈
蚕
」
と
に
、
月

一
回
乃
至
二
回
の
句
会

・

勉
強
会
を
も
ち
、
全
体
会
と
し
て
は
年

一
回
合

同
句
会
を
開
催
し
て
研
鑽
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
合
同
句
会
は
、
同
人
社
第
八
代
主
宰
山

川
幸
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
と
な
り
ま
し

た
。本

社

へ
は
、

一
人
が
月
五

句

の
投
句

を

し
、

主
宰

の

選
を
経

て
、

毎

月
発
行
さ

れ

て
い
る
俳

丑
Ц

同
人
」
に

掲
載
発
表

さ

れ

て
お

り
ま

す
。（

吉
本

み
ね

子

記
）

回

邦
楽
部
門

生
田
流
正
派
紫
陽
会

昭
和
三
十
八
年

一

月
、
長
嶺
社
中
と
し

て
発
足
、
そ
の
後
、

生
田
流
正
派
紫
陽
会

と
改
名
。

そ
の
折
に

年

一
回
の
発
表
会
か

演
奏
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
定
め
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十

月
に
は
、　
シ
ン
フ
ォ

ニ
ア
岩
国
に
お
い
て

第
四
十

二
回
を
迎
え

ま
し
た
。

現
在
は
幼
稚
園
児

か
ら
八
十
歳
代
の
方

ま
で
相
集
い
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
争
と
二
弦
の
習
得
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。東

京
の
家
元
で
の
演
奏
会
を
は
じ
め
、
地
元

で
は
春
の
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
婦
人
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
演

奏
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ま

一
番
大
切
な
仕
事
は
市
内
小
中

高
、
八
校
で
の
〃
等
の
授
業

″
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
大
き
な
手
応
え
と
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
こ
こ
こ
の
路
地
か
ら
争
の
音
が
流

れ
て
く
る
―
―

岩
国
が
そ
ん
な
よ
り
文
化
的

な
ま
ち
と
な
り
ま
す
よ
う
、
一品
い
志
の
も
と
、

今
後
も
活
動
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（長
嶺
雅
紫
穂

記
）

体
国

吟
剣
詩
舞
部
門

水
府
流
吟
道
中
国
地
区
本
部

水
府
流
は
、
初
代
宗
家
佐
々
木
神
風
先
生
の

吟
詠
の
音
楽
性
と
芸
術
性
の
訓
に
共
鳴
し
、
全

国
の
同
志
を
得
て
創
設
。
総
本
部
を
茨
城
県
土

浦
市
に
お
き
、
埼
玉
県
、
栃
木
県
、
秋
田
県
の

各
本
部
と
当
中
国
地
区
本
部
が
あ
り
ま
す
。

当
会
は
、
代
表
故
森
本
晴
風
先
生
の
も
と
昭

和
五
十
二
年
設
立
し
、
岩
国
市
文
化
協
会
に
入

会
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
貴
船
翠
風
先
生
が
代

表
と
な
り
二
会
派
―
―
晴
風
会

（数
井
虎
風
会

長
）
、
翠
風
会

（貴
船
翠
風
会
長
）
、
弘
風
会

（岡
本
社
風
会
長
）
の
二
百
余
名
で
、
年

一
回

の
合
同
研
吟
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
会
員
の
楽
し
み
は
、
各
本
部
が
開
催
す
る

記
念
大
会
に
旅
行
を
兼
ね
て
参
加
で
き
る
こ
と

で
す
。
当
会
で
も
全
国
か
ら
の
会
員
が
集
い
、

岩
国
市
民
会
館
や
シ
ン
フ
オ
ニ
ア
岩
国
で
五
年

毎
の
記
念
大
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
咋

年
十
月
に
岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た

二
十
五
周
年
記
念
大
会
で
は
、
宗
家
を
は
じ
め

多
く
の
会
員
と
友
好
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

（権
代
神
弘

記
）

フログラと亀
鷲′a

隼召

介

新
舞
踊
部
門

日
本
舞
踊
晃
月
流
　
寿
会

平
成
十
年
、
後
援
の
皆
様
方
の
ご
厚
情
に
よ

り
恵
寿
会
と
し
て
発
足
し
、
平
成
十
二
年
に
晃

月
流
寿
会
を
創
立
い
た
し
ま
し
た
。
文
化
協
会

へ
の
入
会
時
に
は
新
舞
踊
部
門
が
な
く
、
吟
剣

詩
舞
の
部
門
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
会
長
藤
谷

様
に
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
、
ご
理
解
い
た
だ
き

新
舞
踊
部
門
を
創
設
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
作
舞
踊
と
し
て
、
剣
詩
舞
、
歌
謡
舞
踊
な
ど
、

独
自
の
振
り
付
け
に
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

新
舞
踊
と
し
て
ど
な
た
に
も
気
軽
に
踊
る
こ
と

が
で
き
、
見
て
い
て
も
楽
し
い
舞
踊
と
し
て
皆

様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

平
成
六
年
よ
り
指
導
者
と
し
て
、
会
員
の
皆
様

に
お
教
え
で
き
る
こ
と
も
と
て
も
幸
せ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
親
し
み
や
す
い
舞
踊
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（晃
月
恵
寿

記
）
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作
品
と
受
賞
者
の
紹
介

◎
第
二
十
八
同
国
民
文
化
祭
や
ま
な
し
二
〇
一
三

文
芸
祭

・
短
歌
の
部

日
本
歌
人
ク
ラ
プ
賞
　
　
　
　
弘
兼
　
安
雄

「こ
の
頃
の
仏
は
重
い
と
業
者
言
い

不
浄
門
よ
り
遺
体
を
運
ぶ
」

◎
岩
国
市
俳
句
大
会

（十
月
二
十
七
日
開
催
）

市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
永
　
悦
枝

「日
の
匂
ひ
残
る
日
傘
と
坐
り
け
り
」

◎
岩
国
市
短
歌
大
会

（十
月
十
三
日
開
催
）

市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一宮
　
信
子

「花
び
ら
が
地
に
降
る
よ
う
に
五
秒
間

病
の
告
知
は
さ
ら
り
と
降
り
ぬ
」

◎
岩
国
市
川
柳
大
会

（十
月
二
十
六
日
開
催
）

市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
光
　
和
美

「軽
や
か
な
歩
み
の
先
に
待
つ
小
石
」

新 ◆考 園 百 量

錦川清流線・南桑

写真・冨永勝之 (写回・のら犬)

文
化
協
会
行
事
報
告

李
成
２５
年
も

平
成
２５
年

５
月
Ｈ
日

第

一
口
理
事
会

第

一
国
会
員
委
員
会

代
議
員
会

春
の
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

５

月

１８

日

５

月

２５

日

２６

日

７

月

７

日

７

月

２７

日

月

２

日

月

１

日

月

１７

日

Ｈ
月

２７
日

‐２
月

１２
日

平
成
２６
年

１

月

７

日

１

月

２８

日

２

月

３

日

２

月

１９

日

11 10 10 8
月
4
日

■
『
岩
国
市
文
化
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
』

会
員
の
皆
様
の
催
し
物
、
活
動
状
況
、
新
規

会
員
の
募
集
等
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
各
種
大
会
で
の
優
秀
な
成
績

な
ど
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

「岩
国
市
文
化
協
会
マ
杓
）
検
索

市
民
文
化
祭
総
合
開
会
式

第
二
回
理
事
会

第

一
回
事
業
委
員
会

久
能
賞
選
考
委
員
会

第
二
回
理
事
会

第

一
回
企
画
委
員
会

岩
国
市
文
化
協
会
文
化
功
労
賞
等

表
彰
式
典

・
祝
賀
会

第

一
回
編
集
委
員
会

第
四
回
理
事
会

第
二
回
編
集
委
員
会

第
三
回
編
集
委
員
会

第
二
口
企
画
委
員
会

第
四
回
編
集
委
員
会

文
化
協
会
役
員
紹
介
奪
成
２５
年
度
）

顧
　
問

名
誉
会
長

が
　
与

〈
本
　
長

副
会
長

理
事
長

常
務
理
事

理
　
事

監
　
査

福
田
　
良
彦

佐
々
生
君
子

岩
見
屋
　
健

藤
谷
　
光
信

安
東
　
栄

一

廣
重
　
光
風

宮
本
歌
千
穂

元
島
　
祥
次

宗
正
　
誠
司

石
川
　
善
久

井
原
多
佳
子

上
田
　
良
成

江
村
　
恒
子

小
國
　
正
巳

音
羽
　
　
晃

賀
屋
　
悦
山

北
川
　
年
明

晃
月
　
恵
寿

近
藤
　
順
子

篠
原
　
芳
弘

田
村
　
順
玄

中
村
貴
美
子

浜
村
　
瑞
穂

半
田
　
幸
男

藤
永
　
具
視

藤
間
勘
三
津

藤
本
秀
規
誉

松
根
　
健
治

宮
原
　
賀
風

柳
澤
　
静
子

歌
謡

文
学

茶
道

書
道

短
歌

邦
楽

洋
舞

新
舞
踊

汚ゼ
フ
フ
ト

映
像

演
劇

能
楽

俳
句

美
術

△
回
脳咽

邦
舞

民
謡

高
校

吟
剣
詩
舞

華
道

合 演
唱 劇

国

楽
吟文 邦

学 楽 父J

詩
舞

山
下
　
好
雄
　
　
盆
栽

弘
中
　
利
夫
　
　
盆
栽

朔
　
　
豊
輝
　
　
華
道

（平
成
二
十
六
年
二
月

一
日
現
在
）

五
十
音
順

編

集

後

記

ま
た
も
や
、
快
挙
で
す
。

「肉
体
の
破
裂
し
そ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

ど
こ
へ
の
が
す
の
空
が
低
い
よ
」

（川
下
中
二
年
　
岡
本
　
澪
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
最
高
の

「大
賞
」
を
受
け
ま
し
た
。

過
年
、
国
民
文
化
祭
で
車
笛
短
歌
会
の
片
原
政
子

さ
ん
が
最
高
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お

り
、
岩
国
短
歌
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
大
変
嬉
し
く
、
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

そ
の
蔭
に
は
、
歴
史
的
な
背
景
と
多
く
の
人
々
の

げ
鑽
、
指
導
、
連
帯
が
あ
り
、
継
続
さ
れ
て
こ
そ
と

思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
表
紙
は
、
そ
の
リ
ー
ド
役

。
岩
国
短
歌
協

会
の
青
潮
短
歌
会
が
美
和
中
学
校
で
作
歌
指
導
さ
れ

て
い
る
風
景
で
す
。
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
貴
重
な

活
動
で
し
よ
う
。

文
化
協
会
の
活
動
紹
介
で
は
、
「能
に
親
し
む
岩

国
公
演
」
と

「六
十
周
年
記
念
事
業
」
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
誌
発
刊
や
講
演

会
、
展
示
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
多
加
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

団
体
紹
介
で
は
、
岩
国
同
人
俳
句
会
、
生
田
流
正

派
紫
陽
会
、
水
府
流
吟
道
中
国
地
区
本
部
、
日
本
舞

踊
晃
月
流
寿
会
の
精
力
的
に
活
動
し
て
お
ら
れ
る
四

団
体
に
ご
登
場
願
い
ま
し
た
。

最
終
ペ
ー
ジ
の

「受
賞
普
紹
介
」
で
は
、
昨
年
の

国
民
文
化
祭
で
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
さ
れ
た

弘
兼
安
雄
さ
ん
の
短
歌
を
登
こ岐
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
各
団
体
及
び
執
筆
者
の
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
文
化
協
会
及
び
本

「会
報
」
へ
の
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
中
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
会
報
の
編
集
や
記
事
に
関
し
、
皆
様
方
か

ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（編
集
委
員
＝
弘
兼

・
吉
村

・
武
重

・
川
野

・

升
村

・
元
島
）
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